
　８月４日、５日に大津港で開催された「第２回滋賀Ｂ級グルメバト
ル」に、甲賀市から出場した「あさみや茶振興会」の『朝宮茶スイーツ
「あさみや金時」』が、全60品の中からグランプリに輝きました。
　今回は、昨年の第１回からこの「あさみや金時」を出品されているあ
さみや茶振興会会長の山本靖氏と商品開発者の山本容子氏からお話
を伺いました。

Ｑ：�グランプリ受賞おめでとうございます。まず、出場された動機を
お伺いしても良いですか？

　ありがとうございます。
　私たち「あさみや茶振興会」は朝宮茶を使って、朝宮のまちおこしを
考えています。歴史も古く、味も一流といわれる朝宮茶ですが、知名
度を上げ、またみなさんにもっと気軽にその味を知っていただけるよ
う以前から試行錯誤を重ねてきました。

Ｑ：グランプリの成果は？

　滋賀だけでなく、近隣府県の皆さんに「朝宮」の名を知っていただけ
たのではないかと思います。上質な茶の産地として、「あさみや金時」
のような茶を使ったスイーツなども気軽に楽しめる、訪れて楽しい地
域だと思っていただき、足を運んでいただけるようになると嬉しいで
すね。

Ｑ：�Ｂ級グルメバトルは大きな大会ですが、どのように取り組まれた
のでしょうか？

　昨年の盛況に引き続き、今回も１５万人のお客様がいらっしゃった
ほどの大きな催しです。「あさみや金時」は私どもが経営するカフェの
メニューとして７年前に開発し、人気メニューとして親しまれてきま
した。昨年、第１回のグルメバトルが開催されると聞き、朝宮茶を、ま
た朝宮の地を広くPRできる絶好の機会だと思い、これまでから人気の
あった「あさみや金時」で出店することを思い立ちました。しかし、よ
り多くの方に朝宮茶の魅力を知ってもらうには、多くの食数を提供す
る必要があり、私たちだけでは到底不可能だと思えたため朝宮の振興
のために協力していただける方を募り、入念に準備をしたうえでグル
メバトルに臨みました。
　今年は、前回３位に終わった反省を踏まえて、更に多くの方に来て
いただけるようにスタッフ全員で工夫や訓練を積み、悲願であったグ
ランプリをいただくことができました。

Ｑ：グランプリを獲られた次の目標をお聞かせ願えますか。

　まずは、この「あさみや金時」で朝宮のまちを活性化させていきたい
と思いますが、次なる目標は全国大会に出場したいと思っています。
全国ともなれば、行政や他の地域の皆さんと一丸になって、甲賀市と

しての商品を新たに創りださないとい
けませんが、私たちの「あさみや金時」だ
けでなく甲賀市の商品は数多く上位に
入ってきているので、十分可能だと思い
ます。その時は甲賀市を盛り立てる一
翼としてがんばりたいと思います。
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訪
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迎
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２
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述
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▲三保ヶ関親方と阿欄関が特別ゲストに

◀山本さんのお店で味わえる
��「あさみや金時」

　三大寺区内の杣川河川敷で杣川夏まつりが８月16
日、開催されました。この祭りは、世界平和と東日本大
震災からの復興などを願い、例年行われているもので、
今年で20回目を迎えます。
　日が暮れると、杣川に多くの灯篭が流され、川面に映
りゆらめきながら流れ
ていくその幻想的な光
景に「まるで、違う世界
にきたみたいです」と、
見物されている方から
の声が聞かれました。

　７月26日から８月
９日までの15日間、
東北や関東地方の親
子を迎えて「夏休み
ショートステイIN信
楽」が開催されまし
た。
　この催しは、福島
第１原子力発電所で
の事故を受け、放射
能の影響で屋外の遊
びを制約される親子らに、信楽の自然の中で安心し
て夏休みを過ごしてもらおうと、育児サークル「な
ちゅらる・まま」が中心となって企画したものです。
　東日本在住の親子20組以上が社会福祉施設であ
る「紫香楽ヴィラ」を拠点とし、信楽各地での自然体
験などを楽しみました。
　このうち８月２日は、信楽町神山の「山田牧場」を
訪れ、牛に乗ったり、乳搾りなどを体験され心の底
から安心して１日を楽しんでいました。

川面に映る灯篭が
　　　　創りだした別世界

初めての搾乳・乗“牛”体験自
然
学
習
で
た
く
ま
し
く
な
っ
た
５
日
間

甲賀夏まつり

にんにん忍者キャンプ

杣川夏まつり

夏休みショートステイIN信楽

灯篭とかがり火の灯が　
川面に美しく映えています▶

▲久しぶりに屋外でおもいっきり
　遊べました

▲中嶋市長も式典でスピーチを
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」が
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７
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か
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５
日
間
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あ
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県
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公
園
を
中
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に
行
わ
れ
、市
内
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学
校
４
年
生
か
ら
６
年
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ま
で
の
児

童
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人
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し
ま
し
た
。
今
回
の
キ
ャ
ン
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で
は
、22
人
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キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
」と
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ば
れ
る
大
学
生
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
約
３
か
月
前
か
ら
キ
ャ
ン
プ
の
全
て
の
内
容
を
準
備

し
、楽
し
く
安
全
に
キ
ャ
ン
プ
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
指
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を
行
い
ま
し
た
。

　
食
事
の
準
備
で
は
、火
や
刃
物
の
扱
い
方
、ま
た
他
の
生
物
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命
を
い
た
だ
い
て
自
分
た
ち

が
生
き
て
い
る
と
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う
こ
と
を
知
る
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の
場
と
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。
最
初
は
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れ
な

い
手
つ
き
で
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ー
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
調
理
や
火
お
こ
し
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、回
を
重
ね
る
に
つ
れ
自

分
た
ち
だ
け
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、貴
重

な
経
験
を
積
ん
だ
夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲３日目には、自分たちで　
　火を起こせました
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